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市町村などの地方自治体の会議などで出ている
と，農村地域の活性化方策として，短兵急に地域
イベントづくりや特産品づくりが語られることが
少なくない．果たして，そうなのであろうか．確
かに，これらが上手く実現できれば，交流人口の
拡大や地域経済の向上に寄与するであろう．しか
しながら，現実には，事業期間の間だけの表層的
な取組に終わっているケースにしばしば出会うの
も事実である．このような接近方法だけでは，農
村地域の活性化という目標の達成に限界があると
言わざるを得ない．
それでは，これらの取組の何が問題なのであろ
うか．一つ地域イベントづくりをみれば，多くの
場合，集客性のあるコンテンツ構築に力を注ぎが
ちであるという点である．そのイベントを持続さ
せていくには，活動資金の確保が必要であるだけ
でなく，そのイベントに関する地域住民の合意が
無くては継続的な遂行は期待できない．実はその
担い手の醸成に充分に配慮せねばならないにも拘
らず．これが欠落している点である．むしろ，担
い手形成さえ達成できるなら，イベント内容はそ
の担い手の力量の範囲で維持できるであろう．
もう一つの特産品づくりをみても，およそ同様
のことが指摘できよう．時代の消費者ニーズを見
据えた上での地域農産物等の特産化可能性とその
後の販売戦略などに気がそがれがちである．しか
し，地域特産品の確立には，何よりもその担い手
の形成が前提となる．栽培する人，加工する人，
そして地域の産品を是非とも売りたい人の存在が
無ければ，地域に根付くことにはならない．
この二つの記述から導出されるものは，次の点
である．すなわち，地域づくりとは，とってつけ
たような地域イベントや特産品づくりなどにみる
ような，表層的な新規性の表出では必ずしもなく
て，新たな活動を担う担い手の形成が不可欠であ
るということである．よって，地域における多様
な担い手形成と，地域経済的な効果を導く新たな
取組への挑戦との同時並存的な実践こそが農村地
域の活性化の内実なのである．このことを「経済
的活性化」と「精神的活性化」という用語によっ
て捉えてきている（荒樋，2004）．
住民の自主性を最大限尊重しながら，地域づく
秋田県における農山村の多くは，少子高齢化の深まりが広く覆い尽くし，その持続性が危ぶまれている．これに対処するためには，
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り意欲の醸成と地域経済の拡大のための取組とを
共時的連動的に展開するという手法を使って，筆
者は秋田県内各地の農村活性化の取組に関与して
きている．特に，高齢化農村における住民の動き
に注目している（荒樋，2013）．地域住民自らが実
現可能な地域づくりについて考え抜き，企画・構
想し，地域の中に新たな仲間を募り，住民協力を
得ながら住民自らがコーディネートする，そのよ
うな農村計画的実践が，今日の農山村に強く求め
られているのである．
もちろん，強力なパトロンを持ち得ない普通の
農山村にあって，地域住民のみでの地域づくりの
達成は資金面や労力面において限定的にならざる
を得ない．これを乗り越えるには，必ずしも充分
ではないかも知れないが，行政等からの各種農村
振興の支援施策に目を向け，その導入ないし活用
の可能性を広げること要請されている．
このような地域住民による草の根的な地域づく
り実践に対するアカデミックサイドからの支援と
して，次の 2 点であろう．すなわち，住民による
地域計画づくりへの個別的なサポートと，国等に
よる補助事業等（制度資金の活用を含む）の獲得
へのサポートという 2 つの面である．
前者としては，地域における各種資源の賦存状
況や人材について充分な理解のある住民に対して，
地域計画のノウハウを提供するとともに，住民の
協議・合意形成の過程を整理し，計画論的展望を
提示することである．後者については，各種補助
事業に関する情報収集と行政機関との調整，そし
て申請書作成の支援である．
本稿は，平成 26 年の秋冬，筆者が地域住民から
の依頼を受けて，数ケ月の住民との協議を経て，
当該地域にみあった農村計画として策定したもの
であり，その青写真に沿って平成 27 年度に国補助
事業を得て実施した住民実践の事例である．
横手市山内の三又（みつまた）地区における「高
齢者協働による山里創生：「がっこ茶屋」を拠点と
したグリーン・ツーリズム開発」と題する地域づ
くり実践である．地域資源状況等を踏まえ，住民
それぞれの役割創出を進めながら，「住民力」醸
成と地域経済の向上を目標に置いたものである．
本事例の特徴は，住民間の，そして地域内外の
交流促進のための「がっこ茶屋」というコミュニ
ティ・サロンの形成を核にしている点である．ち
なみに，このサロンの名称は地域の名産である「い
ぶりがっこ」から命名した交流施設である．地域
づくりへの住民の意欲を高め，他方で訪問者受入
による多様な刺激を得るために，国の補助金を活
用して「がっこ茶屋」等の拠点整備を図ったもの
である．
横手市三又地区の現状と課題
三又地区の現状
三又（みつまた）地区は，秋田県の南東部にあ
る横手市山内（さんない）地域の最東端に位置し，
東は岩手県西和賀町と接し，横手川上流部に沿っ
て発達した山間集落群である（図１）．周囲を標
高 300～900ｍの山々に囲まれ，これらの山々に源
を発する 4 つの河川に沿って，貝沢（かいざわ），
図１ 横手市三又地区の位置
山内三又地区
＜麓友会＞
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上野（うわの），下タ村（したむら），三又（み
つまた），甲（かぶと），松沢（まつさわ）の計 6
つの集落が点在している．
三又地区は，横手市山内地域の中心部である相
野々地区から県道40号線を 15ｋｍほど上ったとこ
ろにあり，そこまで自動車での所要時間は 20 分程
度（横手市の街場までは所要時間 40 分程度）の横
手市の最奥地に位置している．標高 250ｍ以上の沢
部に放射状に不成形な圃場が広がり，水稲，葉た
ばこ，そば等の農作物が栽培され，清流ではイワ
ナの養殖もみられる．
三又地区を構成する 6 つの集落の世帯数と人口
は，表 1 の通りである．地区全体で高齢化率は
44.8％を占めている．また，生産年齢人口に対する
高齢者･年少者の割合をみれば，高齢者（103 人）
＋年少者（7 人）／生産年齢（15～64 歳）人口（120
人）という計算式になり，91.7％である．生産年齢
人口の再生産が困難な超高齢農山村コミュニティ
ということができる．
当該地域は雪国秋田のなかでも豪雪地帯であり，
特別豪雪地帯に指定されている．多量の雪は人々
の生活に大きな不便を強いるものの，反面，地域
の環境に活気をもたらし，春には田畑をうるおす
貴重な水資源となり，夏・秋には豊かな農産物の
恵みをもたらし，冬には，雪文化が秋田の名物「い
ぶりがっこ」を育む源泉となっている．この地は
「いぶりがっこ」発祥の地である．
ただ，現状をみれば，地域住民の高齢化の深ま
り，山間地という立地的な要素に規定される生活
上の不便さ，傾斜地農業という不利益性など，深
刻な状況に立ち至っている．この現状を打破する
ためには多くの課題が指摘できるが，とくに地区
住民の関心が集中している克服テーマは，次の３
点がある．
第一に，地域定住の基盤となる農業の再建であ
る．担い手の賦存状況に即した地域特有の農業を
つくりあげることにより，現状における高齢者等
の労働力の適正稼働が促されるとともに，流入人
口の吸引力ともなる．
第二に，その重要な手法として交流人口の拡大
が挙げられる．これによって，地域経済の活性化
を目指すことができるとともに，外部者との交流
を契機に住民自身による地域暮らし・我がふるさ
との価値の再発見にも繋がる．
第三に，地域づくり活動等への高齢者のより多
くの参画によって，生き甲斐・働き甲斐を創出す
ることである．
これまでの地域づくりの歩み
秋田県の南東部，岩手県の県境に近く，急峻な
地形の片隅に位置する三又地区は，条件不利な，
旧小学校区範囲の地域であり，過疎・高齢化の波
に晒されてはいるものの，地域住民は手をこまね
いていた訳ではない．これまで，住民が結束して，
農業の振興や地域づくり実践を積極的に展開して
きている．
農業面をみれば，昭和 30 年代まで地域を支えた
養蚕が衰退するなかで，水稲・葉たばこ・炭焼き
を基本的な生業としながら，出稼ぎや兼業等によ
って暮らしを守ってきた．平成 12 年頃には山腹水
路を住民自らの手で整備し，農業保全の基盤を整
え，取水確保という課題の解消を果たしている．
平成 18 年，農地の保全，耕作放棄地の発生抑制，
農業機械の効率的利用等を進めるため，「営農組
合」を設立している．この組合によって，稲作の
共同や，秋田県伝統野菜である「山内にんじん」
と「だいこん」の共同作付けにチャレンジするよ
表１ 三又地区の世帯・人口概要
集落名 
世帯数 
(戸) 
人数 
65歳以上
人口比率
年少人口
比率 
貝沢 10 22 54.5％ ０％ 
上野 16 50 52.0％ 6.0％ 
下タ村 15 41 34.1％ ０％ 
三又 20 53 54.7％ ０％ 
甲 13 29 44.8％ ０％ 
松沢 11 35 25.7％ 44.4％
全体 85 230 44.8％ 3.0％ 
※横手市山内支所データ（平成 22年度） 
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うになった．いくら条件不利な農地といえども，
懸命に農地を守るという住民の覚悟がみてとれる．
もう一つの最近の農業振興として次のことが挙
げられる．
① 「いぶりがっこ」の品評会である「第 1 回い
ぶりんピック」での優勝（平成 18 年）
② 営農組合の女性たちによる「旬菜グループ」
の結成（平成 20 年）
③ 耕作放棄地を活用した観光ワラビ園の開業
（平成 21 年）
④ 秋田大学生との共同開発「いぇぶりばでぃ」
（農家指導の下での学生制作の「いぶりがっ
こ」）商品化（平成 21 年）
⑤ 横手市の街場での直売所「ベジトピア」の開
設（平成 22 年）
次に，地域づくり面をみれば，昭和 55 年頃から，
兼業化などによって地区住民間の紐帯が希薄化傾
向をみせるなかで，6 つの集落住民は地域づくりの
ための各種の会合を開催し，昭和 60 年に三又地区
での「自治規約」を制定し，住民自らの協力によ
ってふるさとを守ることを確認しているのである．
昭和 63 年には地域自治会の実働部隊として「麓
友会」を組織した．この組織は，三又小学校（平
成 9 年に廃校）の校庭を活用した雪中運動会や地
域の大山祇（おおやまずみ）神社の春と秋の村祭
りを主催し，住民の絆を繋ぎ，さらには外部との
交流活動を担っている．最近では，地区内住民の
交流促進や訪問者の拡大を目指した地域づくりを
進めている．
これらの自主的な元気づくりの取組の実績が認
められ，「秋田県まちづくり賞」（あすの秋田を創
る生活運動協会：平成 11 年），「ふるさとづくり振
興奨励賞」（明日の日本を創る協会：平成 12 年），
「豊かなむらづくり全国表彰事業・農林水産大臣
賞」（農林水産省：平成 24 年）等を受賞している．
この成果も影響して，「横手市定住自立圏共生ビ
ジョン」（平成 23 年 3 月）において，三又地区を
含む山内地域をグリーン・ツーリズムの促進や移
住受入のゾーンとして位置づけられている．
条件不利な地域条件ではあるが，地域住民によ
るふるさと振興への情熱は高い．今後，三又地区
が歩むべき方向としては，思いやりのある助けあ
いを基盤としながら，交流人口の拡大による経済
的な活性化を目指すというのが住民の共通理解で
ある．
そこで，交流の拠点となるのが，「遊水の里」（平
成 11 年設置，国土交通省事業）である．地域内の
渓流における親水空間である．この場を魅力的な
ものにするため，住民出資によって，平成 15 年頃
に蕎麦挽きができる水車小屋等の整備をおこなっ
た．平成 20 年頃からは，この場の活用が進む．地
元の横手城南高校の生徒や横手市民等を招いた
様々な農業体験や住民イベントの実施の際，この
空間を交流拠点として利用し始めたのである．
しかし，農村都市交流の端緒を切り開きかけた
矢先，平成 25 年の豪雪により水車小屋の建物が倒
壊し，交流拠点を喪失してしまったのである．深
まりゆく高齢化と人口減少を覆すために，この交
流拠点を生き返らせ，住民生活の経済基盤となる
交流人口の拡大に向けた活動を強力に進めるため
にも，この交流空間の再建が是非とも必要である
というのが住民の共通の認識であり，願いである．
三又麓友会という地域づくり集団
上にみたように，積極的に地域活性化を担って
きたのが，「三又麓友会」である．6 つある地域自
治会をカヴァーし，実働性を重んじて組織された
集団である．地域内の動ける人材が結集し，各地
域自治会への情報共有を図りながら，当該地域の
特有課題の解決を目指すものである．
この集団は，図 2 にみるような組織構成をなす
が，今回の事業導入により，組織内に 3 つの新た
な機能を持つものとして再整備をおこなっている．
一つめは交流人口拡大部会，二つめは地域農業部
会，三つめは訪問者受入部会という形で，機能を
分化させている．
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図 2 山内三又麓友会の組織構成
想定する三又地区の将来ビジョン
三又地区は，岩手県に接する県境に位置し，条
件不利な奥深い山村群ではあるが，古くから県境
の一拠点として住民が住みつき，林業や炭焼き，
養蚕や葉たばこ等により，当該地域を保全してき
た歴史を持っている．住民の定住意識は高く，麓
友会・部落自治会・営農組合等の取組にみるよう
に，自らの力で自らのふるさとを守るという意識
と行動力を備えている．市役所等の行政はむろん
のこと，交流関係を持つ地域外の市民の方々の力
を借りながらも，この民力・住民の意欲を原動力
にして，地区の未来を開拓していくと思われる．
地域づくり実践によって目指す三又地区の将来
像は，次のようである．「今，この地で暮らして
いる住民の充実感を最高に高めること」である．
これを達成するためには 2 つの側面の接近が考え
られる．
一つは，多様な地域資源を最大限に活用して，
例えば訪問者を惹き付けるような魅力的な交流拠
点と交流メニューを整え，「いぶりがっこ」に代
表されるような地元農産物・加工品などの地元商
品の積極的販売などを展開することである．沢筋
に広がる 6 つの美しい農山村に訪問者を招き入れ，
交流人口の拡大を通して，地域経済の振興を目指
すことである．
もう一つは，訪問者等からのまなざしを受けて，
地域に暮らす住民が自らの農山村的ライフスタイ
ルに自信を取り戻し，生涯現役として就労の場を
創出し，「生き甲斐・働き甲斐」を獲得するとい
う精神的活性化を目指すことである．
これらは，交流人口の拡大を図ることによって
達成可能である．訪問者の増加は，その接遇のた
めのいなか体験メニューの提供やガイド業，飲食
業的なサービス業，さらには農産物直接販売など
の必要性への気づきを促すとともに，来訪者ビジ
ネスの創出・拡大が想定できる．また，三又地区
が有する自然景観を堪能し，各種の農山村体験を
享受する訪問者の姿は，住民をして，ふるさとの
多面的な魅力が理解できる他者を確認することと
なり，ふるさとのライフスタイルの意義が自覚で
きるのである．
これにより，山間地に暮らすことの喜びを感じ
とることができ，今の暮らしを明るく，楽しく過
ごせるようになるのではないだろうか．多くの訪
問者の散策が地区内のあちこちでみられ，地域住
民と訪問者との間でお茶っこ話に花が咲き，地域
特産物である「いぶりがっこ」や有機野菜等の直
接販売がおこなわれ，交流拠点である「遊水の里」
には「がっこ茶屋」が開業し，春にはワラビなど
の収穫イベントが計画され，夏には整備された渓
流での子供たちの水遊びや大人のための炭焼き体
験が企画され，秋から冬にかけて水車を使った蕎
麦挽きや各種の雪遊びが催される．これが三又地
区の将来のイメージである．
さらには，この地区で育まれた「結いの精神」
を背景にして営農集団が農地の保全と基幹作物の
栽培に取り組み，独居高齢世帯等への除雪支援や
生活の手伝いをおこない，住民の多くが各自庭先
を活用して山間地特有な野菜などを作付けし，高
齢者仲間が連携して「いぶりがっこ」づくりに精
を出すというように，地域住民・高齢者が自らの
山内三又麓友会
交流人口拡大部会 
  ◎交流拠点の整備 ◎交流イベントの促進
執行部 
会長・副会長・会計 
会 員（6つの集落の住民有志） 
地域農業部会 
  ◎農産物販売の促進 ◎体験農場の整備 
訪問者受入部会 
  ◎学習会  ◎地域料理開発 
 ◎着地型旅行開発  ◎移住者受入 
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役割を見出すコミュニティを将来像として展望し
ている．
この暮らしやすいふるさとの整備は，新たな U
ターン者や移住者による次の時代創生へと繋がる．
農村活性化に向けた具体的なテーマ
三又地区には，上に記した大きな３つテーマ（地
域農業の再建，交流人口の拡大，地域づくり活動
への高齢者のより多くの参画）が存在しており，
これらの実現を図ることなしに，安心できる農山
村生活を維持することは困難である．そこで，「高
齢者協働による山里創生：「がっこ茶屋」を拠点と
したグリーン・ツーリズム開発」と題する実践を
おこなうこととし，＜交流人口の拡大＞を柱に置
いて，これら３つのテーマの実現を目指す．
交流人口の拡大を中核に据えているには，次の
ような効率的な展開が期待できると考えるからで
ある．すなわち，倒壊した既存交流空間「遊水の
里公園」を再建し，「がっこ茶屋」や水車・炭焼き
小屋等を整備することによって，交流拠点として
の強化が図れ，外部からの多様な訪問者の増加を
導く．そして，彼ら訪問者への良質な地元資源情
報を正確に伝えることになり，彼らからの口コミ
情報を共有する新たな消費者などの増加につなが
る．この訪問者と受入住民との間の話題が住民内
部で飛び交い，住民間の交流をも促すことに繋が
る．
さらに，住民間交流は近隣に居住している独居
高齢者や通院高齢者の生活問題にも広がり，高齢
者ないし社会的弱者への支援（雪囲いや除雪の手
伝い，自動車を使えない住民への買い物の手伝い，
高齢者向け農業の支援等）に関する住民協働の具
体的実践という形で，結いシステムの整備が促さ
れる．そして，地元の高齢者や訪問者が交流拠点
に集うなかで，地元住民の働き甲斐・生き甲斐の
創出を期待することができる．
深刻な少子高齢化の現状に置かれてはいるもの
の，これまで，三又地区の住民は自発的な協議の
下に，各種の事業を自前で遂行しており，数多く
の成果を挙げてきている．その担い手集団はやや
高齢化しているとはいえ，事業実施・遂行に関し
て非常に高い能力を有している．また，市や県と
も強い連携関係を構築しており，さらには秋田大
学や秋田県立大学等からの協力が得られる環境に
ある．
いま一度，地域住民が計画している 3 つの部門
について整理しておきたい．
第一は，交流人口の拡大事業である．豪雪によ
って被害を受けた「遊水の里」の施設の再整備に
よって，拠点を整えるとともに，訪問者の来訪を
促すような地域の魅力づくりを進め，さらには交
流を契機とした小さな農山村ビジネスを創出する．
第二は，地域農業の振興事業である．地場産品
の販売を促すため，首都圏や地場での売り込みを
促す環境を整えるともに，訪問者のための交流体
験農場の整備を図る．
第三は，訪問者受入手法の開発事業である．地
域住民を対象とした各種の学習会の開催や地域料
理開発，さらには地域シンポジウムの開催によっ
て，絆の強化を図りつつ交流資源の拡充を果たす
ともに，着地型旅行を企画・実施し，多様な訪問
者受入の可能性を広げる．最後に，移住者・Ｕタ
ーン者に対する丁寧な受入対応をおこなう．
総務省の過疎事業導入による成果
以上のように，克服すべきテーマを整理したう
えで，総務省の「平成 27 年度過疎地域等集落ネッ
トワーク圏形成支援事業」の導入（1 年間の定額補
助事業）を図った．
市町村名：秋田県横手市
集落ネットワーク圏の名称：三又地区
集落ネットワーク圏で取り組む事業の名称
：「高齢者協働による山里創生：「がっこ茶
屋」を拠点としたグリーン・ツーリズム開
発」
事業実施主体：三又麓友会（さんないみつまた
ろくゆうかい）＜会長：石澤達夫＞
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平成 26 年の暮れ頃から，三又麓友会のメンバー
と筆者によって事業申請書の作成をおこなった．
一方で現実の課題を見つめながら，他方で夢のあ
る将来像を語り合った．平成 27 年 1 月に秋田県を
介して総務省に提出した．そして，5 月に採択決定
がされ，1,800 万円の定額補助を得ることとなった．
これを受け，住民サイドでは 6 月から自らの農村
計画を実行に移している．
第一に，交流拠点の整備である．すなわち，「が
っこ茶屋」という名称のコミュニティ・サロンを
創りあげようとするものである．この施設は，訪
問者のための食堂と事務所，そして住民交流のサ
ロンを兼ねるものである．平成 27 年７月 15 日着
工，平成 27 年 12 月１日完成している．これに連
動させる形で，「水車小屋」の整備（平成 27 年７
月 15 日着工，平成 27 年 10 月 10 日完成）した．
第二に，交流拠点と関連づけて，交流イベント
（渓流まつり）や蕎麦祭り交流会等を試行的にお
こなうとともに，地域行事の再興・強化を図ろう
とするものである．各種の交流イベントを実施し
た．さらには，訪問者をもてなすイルミネーショ
ンのための小水力簡易発電も整備した．
第三に，訪問者受入方策を促すための，住民主
導による住民学習会や地域シンポジウムを企画し，
遂行するものである．2 ヶ月に一度の頻度で学習会
を開きし，平成 28 年 2 月には地域シンポジウムを
開催した．その他に，地元の魅力を高めるための
地域料理の開発，移住者受入のための空き家調査
等を実施している．
これらのほかに，本稿では詳細に述べることは
ないが，地域農業の振興策も積極的に進めようと
している．その一つは，農産物の販売促進事業（農
産物加工品，主にいぶりがっこ等）として，生産・
販売体制の整備を図ることである．もう一つは，
交流体験農場の整備事業として，三又麓友会が自
主管理している耕作放棄地を活用した体験農場
（三又わらび園）の一層の活用と，そこでの簡易
トイレの設置や牧柵の整備などである．
以下に，当該事業の実施について，特徴的な地
域住民による実践の様子をみる．
箱モノの整備
「がっこ茶屋」の整備．
三又麓友会が開発予定地の地権者との話し合い
を済ませ，建設用地はすぐに用意した．次に，ど
のような建物を建設するのかという点の検討を始
める．地域住民の寄り合いに場となるとともに，
外部からの訪問者の受け入れ拠点となる，当該事
業の中心的な施設である．さまざまなアイデアが
提示された．大きな枠組みとしては，地元の男性
陣が建物の形状について考え，建築工事を支援す
るのに対して，女性陣は建物内の内部環境の整備，
訪問者をもてなすための厨房施設の検討に当たる
という方針をとった．
平成 27 年春，当該事業の第一ステップとして，
ハード事業「がっこ茶屋」の建設にとりかかった．
当該事業における建設予算はおおよそ 1,150 万円
図４ がっこ茶屋の完成
図３ がっこ茶屋の骨組み
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である．建設場所は，「遊水の里」である．集落中
心地から 600ｍほど入った小さな里山の裏手に位
置している．谷筋を通る清新な沢水がこの「遊水
の里」のかたわらを流れ，今回の新設の建物を拠
点として，渓流の水遊びが楽しめる場所である．
 女性陣が担う内部施設は，厨房及びトイレ，そ
して訪問者受け入れスペースの検討があったが，
女性たちの会合により，建物整備の進捗状況をみ
ながら，使い勝手の良い形に，徐々に内部環境を
整えることが確認された．
この建物の整備において，初めに決めねばなら
ない事項は，住民の想いの表出となる建物形状（外
観）であった．子供たちや家族づれの訪問者を想
定しながら，地元の男性陣が約 3 週間にわたって
検討を重ねた．そして，地元設計士との複数回の
協議を経て，最終的にちょっと奇抜な三角屋根の
建物に決まった．
「当初，どんなデザインにすべきなのか，皆目
見当がつかなかった．ところが，われわれ仲間内
で「子供の頃を思い出そう．子供の時，ワクワク
したことは何だったかを考えていると．小学校の
帰り道に里山で遊んだこと，そこには自分たちで
作った子供基地があったことが思い出として浮か
んできた．」と語っている．楽しい子供のときの遊
びの思い出が決め手であったのである（図 3，4）．
 また，冬季には，3ｍ程の積雪が予想されること
から，雪の耐えられる強固な設計が求められた．
「冬の間の訪問者は多くない．仮に，冬の利用を
求める人があれば，集落からここまで雪をかき分
けながら進み，そして一部顔をのぞかせている三
角屋根のてっぺんを目印にして，雪堀作業をする
というのも面白いのでは…」との声も聞かれた．
 なお，建設にあたっては三又麓友会のメンバー
である地元の建設業者が整備にあたった．地元住
民もボランティアの出役を果たしている．
「水車小屋」の整備．
 もう一つのハード整備は，「がっこ茶屋」に隣接
させて．「水車小屋」を整えることである．かつて
簡易な水車小屋が存在していたのであるが，数年
前の豪雪により倒壊してしまっていた．唯一，水
車自体は使用可能なまま残されていた．
そこで，水車の軸を新たな整備し，既存の水車
を取り付け，そしてその水車を守る小屋を整える
ことにしたのである．この水車小屋の再建経費は，
約 270 万円である．住民の出役により，経費削減
に努めた．正面に水車が据えられた小屋は田舎の
風情を象徴するものになる（図 5，6）．
蕎麦挽き施設を有した小屋の整備は，地元住民
に蕎麦の作付けへの関心を惹起することにもなる．
実際に，耕作放棄になりかけた圃場で蕎麦栽培に
チャレンジしてみようとの話が進んでいる．
受け入れ拠点であるがっこ茶屋を拠点として，
訪問者はそこに集い，すぐ傍を流れる渓流で，水
遊びに興じながら，昼食時には，地元産の蕎麦を
その場で挽いて食するという，なんとも贅沢な蕎
図５ 豪雪による倒壊を免れた水車
図６ 新たな水車小屋の完成
- 98 -
荒樋豊／秋田県立大学ウェブジャーナル A ／ 2017, vol. 4, 91-103
荒樋 豊 /秋田県立大学ウェブジャーナル A /2016, vol. 4, ●–●
- 9 - 
麦料理を味わうことができる．これら「遊水の里」
の再整備により，いなか体験をトータルに提供で
きる環境が整ってくるのである．「里山に抱かれた
この「遊水の里」を舞台に，都会の若いアーティ
ストを呼んで，野外コンサートを打ちたいものだ」
という声が地元住民から発せられている．
ソフト企画の整備
交流イベント（渓流祭り）の実施．
次はソフトな取組である．ソフトな取組の第一
弾として，訪問者の受け入れを促進するために，
平成 27 年 8 月に「渓流祭り」と称する試行的な受
け入れをおこなった．お盆で帰省している他出者
家族に加え，横手市や秋田市からの家族連れの訪
問者，約 80 名の参加者を受入れたのである．
 開催場所は，「遊水の里」．まだ施設は建設中で
あったことから，渓流遊びに特化したイベントの
実施となった．川の一部を堰き止めした川を舞台
に，子どもたちを対象とした「イワナのつかみ取
り体験」がとりおこなわれた．参加者にすこぶる
好評であり，川のあちこちで歓声が上がっていた
（図 7，8）．その後，イワナ試食タイムへとイベン
トは続く．
 東京に他出している参加者からは，「自分が子ど
もの頃に遊んだことを思い出します．そして，「わ
が子にふるさとを伝えることができて嬉しい．」と
の声が聞かれた．また横手市からの参加者は，「毎
年楽しみにしています．地元に方々のもてなしに
感謝しています．これからも続けてほしい．」とい
う言葉が発せられていた．
農村再生には，その土地に賦存する資源の活用
が重要であることが語られる．奥深い山間地に位
置する当該地域の資源とは，まさにこの渓流であ
り，そこに生息する魚であり，清流を育む山々で
ある．そして，その資源を活かそうとする住民の
意志を見出すことができるのである．当該地域に
おけるこの取組は，訪問者を惹きつける，当該地
域ならではの企画といえよう．
そば祭り交流会．
二つ目のソフトな取組は，地域の農業資源の
活用である．近年，蕎麦が注目されているが，三
又地区では古くから蕎麦栽培をおこなった歴史が
あり，栽培技術は充実している．「この蕎麦をこの
地域の農産物に仕上げていきたい」という農家の
意見を受けて，地域内で蕎麦の企画を検討した．
平成27年11月に「そば祭り交流会」という取組を，
初めて実施した（図 9，10）．参加者を横手市周辺
から募ってみると，7 家族の参加があった．蕎麦栽
培をしている麓友会のメンバーが蕎麦挽きを買っ
て出た．この男性と地元の料理自慢のお母さん達
が調理役を担う．
以上のような，ソフトな企画を打ち出すととも
に，地元で長く継承されてきた，2 月の「雪中運動
会」や地元芸能などについても強化を図った．多
様な取組が整うことは，高齢者などの住民の楽し
みが増えるだけでなく，農村都市交流を目指す当
該地区において，訪問者を惹きつける有力な手段
図８ 家族で楽しむ川遊び
図７ イワナのつかみどり風景
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となるものである．
小水力簡易発電の整備．
三つ目の取組は，渓流の水の力を活用した，い
わゆる「小水力発電」である．「遊水の里」近くの
渓流において，3ｍほどの落差を利用して水を落と
し，手作りタービンを回す仕組みである．
専門の機械業者に頼ることなく，必要な部品を
購入するだけでタービンを作り上げ，川際のブロ
ック壁にそれを設置し，川の流れを器用に操りな
がら，小水力発電システムが整えられた（図 11，
12）．地元住民数名の手によるものである．
これによって得られた電力は，「がっこ茶屋」に
おいて使われる．まず，家屋を飾るイルミネーシ
ョンとしての利用である．集落の中心から若干離
れ，小さい里山に囲まれた「遊水の里」の夜は，
まった明かりがない．そこに，今回のイルミネー
ションが輝くことになったのである．
住民主導の学習会開催
訪問者との交流を中核においた農村の地域づく
りにあって，魅力的な施設の整備や交流受入れの
仕組みの構築が重要であることは間違いないが，
それ以上に大切なポイントは，住民による地域づ
くり実践への意欲醸成である．これを果たすため，
外部から講師を招いて 3 回の住民学習会を開催し
た．もちろん，麓友会の会合を月 1 回の頻度で実
施し，当該事業の進捗報告をおこなうとともに，
メンバー間の役割分担を調整している．
8 月 25日に実施された第 1回目の住民学習会は，
「山内三又地区の将来を考える」というテーマで
ある．話題提供を受け，地域住民 8 名の参加者が
自らのふるさとについて語り合うものである（図
13）．会場は，麓友会館である．
図 12 がっこ茶屋のイルミネーション
図 11 水力タービンの設置
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第 2 回目の地域学習会（開催日：9 月 4 日）では，
「「がっこ茶屋」の活用戦略を考える」をテーマに
掲げ，特に訪問者の受入れ，提供する地元料理，
厨房の管理を具体的に検討するため，地域女性の
参加を募った．「がっこ茶屋」の運営は，仲良しグ
ループ毎に担当日を決め，それぞれのグループら
しさを表現する形で維持していこうということが
共通理解となった．
10 月 31 日に実施された第 3 回目の地域学習会で
は，「助け合いの醸成と防災対策」という講演を聞
き，その後，住民が連携して地域資源の開発を進
めるにはどうすれば良いのかというテーマの下に，
地域住民のワークショップが実施された（図 14）．
そして，平成 28 年 2 月 20 日に，秋田県立大学
の教員（生物環境科学科の中村勝則准教授，木材
高度加工研究所の渡辺千明准教授，そして筆者）
を報告者とし，地域住民の多数の参加によって，
地域シンポジウムを開催している．住民が集い，
「三又地域の来し方行く末を考える」というテー
マに沿って，各自の考えを語り合った．そこで話
された内容を簡単にまとめれば，おおむね次のよ
うである．
まずは，ふるさとの昔に想いを馳せる．それぞ
れ地域住民は家庭の生活を守るために，一生懸命
に働いた．この地の条件に見合った各種の農産物
を栽培し，山菜とりをおこない，たばこの共同生
産，さらには山から木材を共同搬出という姿があ
った．今からみれば，過酷な暮らしであったが，
相互に助け合い，地域行事・芸能が開催される季
節の節目には，癒しの時間が存在していた．また，
人々のさまざまな知恵が地域の暮らしを潤おして
いた．
しかし，戦後の高度経済成長期には都市的な利
便性と引き換えに，地域内に出稼ぎが増え，その
後は若い世代を中心にした人口の流出という帰結
となった．現在では，少子高齢化という大きな課
題が三又地区を覆っている．
これに立ち向かうために，三又麓友会を中心に，
新たな取組を進めている．交流人口の拡大という
テーマである．外部からの訪問者の受入れによっ
て，地域経済の振興の途を探すとともに，訪問者
から多様な刺激を受けながら，「三又」という地域
の魅力を再発見するという営為に繋げていく．三
又という地域社会の持続性を保持するために，他
出した人々を呼び戻せる，新たな移住者を引き寄
せるような，魅力あるふるさとづくりが，喫緊の
成すべきテーマである．対症療法的な手法も軽視
することなく，しかし原因にまで遡り根本に位置
づくふるさとの価値を表現することが，地域住民
にとって今日的な課題となっている．今回の補助
事業（総務省）導入は，まさに三又地区において
果たさねばならない，ふるさとの価値を表出させ
るための基盤づくりへのチャレンジであったので
ある．
ただ，悩みも少なくない．もっとも大きな課題
は，高齢化である．三又麓友会のメンバーも 70 歳
台に入ってきた．身体も思うように動かせなくな
りつつある．今後，頑張れる時間は限られている． 
図 13 ふるさとを考える勉強会 図 14 麓友会のメンバーの打合せ
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おわりに
以上に記した三又地区における地域活性化の実
践事例は，地域内に「がっこ茶屋」という交流拠
点を創り上げ，地元住民（多くは高齢者）が連携
してその施設管理をおこないながら，多様な地域
資源（自然的，歴史文化的，農村的）を活用しつ
つ，訪問者との交流を図るという地域づくり実践
である．この実践を通じて，都市農村交流の促進
を強化し，その交流人口を支えられて農産物資源
の活用が促され，地域経済の高まりが期待できる
とともに，地域社会内部における住民間の孤立化
を深めがちな高齢農山村にあって，地域住民自ら
がふれあいの機会を意識的に創り上げ，さらには
外部からの訪問者の刺激に触れ，ふるさとの暮ら
す喜びを，暮らし甲斐を高めていくことになるで
あろう．
本稿で記述した平成 27 年度の取組は，コミュニ
ティ・サロンなど，人々の交流基盤の整備に当て
られることになった．補助金活用による施設整備
であるけれど，単に人任せ・業者任せにするので
はなく，いわゆる「むらの共同出役」的な，数多
くの住民の献身によって箱モノなどの完成・完遂
をみたのである．超高齢社会になってはいても，
むらの共同という機能が残存していることの証左
とみることができる．
三又麓友会のメンバーを基幹としつつ，それに
加えて住民を動員する形で整備が図られたことに
大きな意味がある．地域住民がこれらの農村都市
交流を促す施設活用の未来を心に描き，自らの役
割を見つけ出す営為であった．今後，これらの諸
施設管理及び「がっこ茶屋」（訪問者に対しては農
村レストラン，住民間ではコミュニティ・サロン）
の運営が，住民間の連携によるって自主的に管理
されることで，地域の景色が自ずと変わっていく
であろう．
次のステップは，交流人口の拡大に向けた受け
入れ態勢の整備であり，地域性のある農産物商品
の開発及びその販売ルートの開拓である．
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